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(57)【要約】
【課題】複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまと
めるとともに、各下位装置にかかる需要者に対しデマン
ドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する。
【解決手段】複数の下位装置を管理する中間装置。個別
調整可能量受付部と、下位装置管理情報を記憶する記憶
部と、全体調整可能量算出部と、需要調整要求受付部と
、割当部と、下位装置に個別需要調整要求を送る個別要
求部とを備える。個別調整可能量受付部は、各下位装置
から個別調整可能量の通知を受付ける。全体調整可能量
算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計であ
る全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、
需要調整要求を上位装置から受付ける。割当部は、需要
調整要求に基づいて、下位装置管理情報に基づく所定の
順序に従って下位装置に需要調整量を割当てる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１又は２以上の設備機器（４０、・・・）を管理する複数の下位装置（１００）を管理
する中間装置（１１０）であって、
　前記下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可
能量（１２０）の通知を受け付ける個別調整可能量受付部（１１２ａ）と、
　前記各下位装置の前記個別調整可能量及び前記各下位装置に関する情報である下位装置
管理情報（１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ）を記憶する記憶部（１１３）と、
　前記複数の下位装置の前記個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する全体
調整可能量算出部（１１２ｂ）と、
　調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネル
ギー管理装置である上位装置から受け付ける需要調整要求受付部（１１２ｄ）と、
　前記需要調整要求に基づいて、前記下位装置管理情報に基づく所定の順序に従って１つ
又は複数の前記下位装置に需要調整量を割り当てる割当部（１１２ｅ）と、
　前記割当部が前記需要調整量を割り当てた前記下位装置に、前記需要調整量分の消費エ
ネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る個別要求部（１１２ｆ）と、
　を備えた、
中間装置（１１０）。
【請求項２】
　前記全体調整可能量を前記上位装置（９０）に通知する全体調整可能量通知部（１１２
ｃ）、
　をさらに備えた、
請求項１に記載の中間装置。
【請求項３】
　前記下位装置管理情報（１４０ａ、１４０ｂ）は、前記割当部が前記需要調整量を前回
割り当てた前記所定の順序における最後尾の前記下位装置についての情報（ｐ）を含み、
　前記割当部は、前記最後尾の前記下位装置の次の前記下位装置から前記所定の順序に従
って前記下位装置に前記需要調整量を割り当てる、
請求項１又は２に記載の中間装置（１１０）。
【請求項４】
　前記所定の順序は、前記下位装置が前記下位装置管理情報に登録された順序である、
請求項３に記載の中間装置（１１０）。
【請求項５】
　前記下位装置管理情報（１４０ｂ）は、前記各下位装置にかかる優先順位に関する情報
をさらに含み、
　前記所定の順序は、前記優先順位である、
請求項３に記載の中間装置（１１０）。
【請求項６】
　前記下位装置管理情報（１４０ｃ）は、前記割当部が過去に前記需要調整量を前記各下
位装置に割り当てた割当回数に関する情報を含み、
　前記所定の順序は、前記割当回数の少ない順である、
請求項１又は２に記載の中間装置（１１０）。
【請求項７】
　前記下位装置管理情報は、前記各下位装置にかかる優先順位に関する情報、及び前記割
当部が過去に前記需要調整量を前記各下位装置に割り当てた割当回数に関する情報をさら
に含み、
　前記所定の順序は、前記下位装置が前記下位装置管理情報に登録された順序、前記優先
順位、若しくは前記割当回数の少ない順、又はこれらのいずれか２つ以上を組み合わせた
順序である、
請求項３に記載の中間装置（１１０）。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中間装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、環境に対する配慮から、自然エネルギーの占める割合を増やすことが求められて
いる。
【０００３】
　しかし、自然エネルギーは天候変化に左右されやすい。そうすると、電力会社は安定供
給を実現するために予備発電設備を構える必要があり、エネルギー供給コストが増大する
。
【０００４】
　このようなコスト増に対応するため、供給量の変動に対応して需要者側に需要量の調整
を要求する仕組みがデマンドレスポンスである。例えば、特許文献１（特開２０１１－１
９３５７７号公報）では、季節や時間帯に応じて増加するエネルギー量を抑制するために
、所定の期間において需要量を調整する下位装置が提案されている。需要者は、このよう
に電力会社のデマンドレスポンスの要求に応えることで、割引料金等のインセンティブを
得ることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、要量を効率的に調整するためには、需要量の規模が大きい需要者に需要量を
抑制してもらうのが効率的である。この場合、需要量の規模が小さな需要者は、デマンド
レスポンスへの参加機会が少なく、インセンティブの獲得機会を失う可能性が高い。この
ような場合、多くの需要者にとってデマンドレスポンスへの参加の動機がなくなり、調整
可能な需要量も限定的になることが予想される。
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに
、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提
供することが可能な中間装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１観点に係る中間装置は、１又は２以上の設備機器を管理する複数の下位装
置を管理する中間装置であって、個別調整可能量受付部と、記憶部と、全体調整可能量算
出部と、需要調整要求受付部と、割当部と、個別要求部とを備える。個別調整可能量受付
部は、下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可
能量の通知を受け付ける。記憶部は、各下位装置の個別調整可能量及び各下位装置に関す
る情報である下位装置管理情報を記憶する。全体調整可能量算出部は、複数の下位装置の
個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、調整要
求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネルギー管理
装置である上位装置から受け付ける。割当部、需要調整要求に基づいて、下位装置管理情
報に基づく所定の順序に従って１つ又は複数の下位装置に需要調整量を割り当てる。個別
要求部は、割当部が需要調整量を割り当てた下位装置に、需要調整量分の消費エネルギー
量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。
【０００８】
　本発明の第１観点に係る中間装置では、個別調整可能量受付部は、下位装置それぞれか
ら所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量の通知を受け付ける。
記憶部は、各下位装置の個別調整可能量及び各下位装置に関する情報である下位装置管理
情報を記憶する。全体調整可能量算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計であ
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る全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、調整要求期間において消費エネル
ギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネルギー管理装置である上位装置から受
け付ける。割当部、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１つ
又は複数の下位装置に需要調整量を割り当てる。個別要求部は、割当部が需要調整量を割
り当てた下位装置に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整要
求を送る。これにより、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに、各
下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供す
ることが可能である。
【０００９】
　なお、消費エネルギー量とは消費されるエネルギー量である。エネルギーとは、例えば
電気であり、エネルギー量とは、例えば、ワット等の単位で表される電力、又はワット時
等の単位で表される電力量である。
【００１０】
　本発明の第２観点に係る中間装置は、第１観点に係る中間装置であって、全体調整可能
量通知部をさらに備える。全体調整可能量通知部は、全体調整可能量を上位装置に通知す
る。
【００１１】
　本発明の第２観点に係る中間装置では、管理下にある複数の下位装置の調整可能な消費
電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００１２】
　本発明の第３観点に係る中間装置は、第１観点又は第２観点に係る中間装置であって、
下位装置管理情報は、割当部が需要調整量を前回割り当てた所定の順序における最後尾の
下位装置についての情報を含む。割当部は、最後尾の下位装置の次の下位装置から所定の
順序に従って下位装置に需要調整量を割り当てる。
【００１３】
　本発明の第３観点に係る中間装置では、前回最後に割り当てた下位装置が記憶される。
これにより、次に下位装置に需要調整量を割り当てるときには、前回割り当てられなかっ
た下位装置に需要調整量を割り当てることができる。
【００１４】
　本発明の第４観点に係る中間装置は、第３観点に係る中間装置であって、所定の順序は
、下位装置が下位装置管理情報に登録された順序である。
【００１５】
　本発明の第４観点に係る中間装置では、下位装置が下位装置管理情報に登録された順に
需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能であ
る。
【００１６】
　本発明の第５観点に係る中間装置は、第３観点に係る中間装置であって、下位装置管理
情報は、各下位装置にかかる優先順位に関する情報をさらに含む。所定の順序は、優先順
位である。
【００１７】
　本発明の第５観点に係る中間装置では、所定の優先順位に従って需要調整量が割り当て
ることができる。所定の優先順位とは、例えば契約金額等により定まる優先順位である。
これにより、優先順位に従って需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく
公平に提供することができる。
【００１８】
　本発明の第６観点に係る中間装置は、第１観点又は第２観点に係る中間装置であって、
下位装置管理情報は、割当部が過去に需要調整量を各下位装置に割り当てた割当回数に関
する情報を含む。所定の順序は、割当回数の少ない順である。
【００１９】
　本発明の第６観点に係る中間装置では、割り当て回数の少ない順に需要調整量が割り当
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てられます。これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平
に提供することができる。
【００２０】
　本発明の第７観点に係る中間装置は、第３観点に係る中間装置であって、下位装置管理
情報は、各下位装置にかかる優先順位に関する情報、及び割当部が過去に需要調整量を各
下位装置に割り当てた割当回数に関する情報をさらに含む。所定の順序は、下位装置が下
位装置管理情報に登録された順序、優先順位、若しくは割当回数の少ない順、又はこれら
のいずれか２つ以上を組み合わせた順序である。
【００２１】
　本発明の第７観点に係る中間装置では、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会
をなるべく公平に提供することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の第１観点に係る中間装置では、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまと
めるとともに、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなる
べく公平に提供することが可能である。
【００２３】
　本発明の第２観点に係る中間装置では、管理下にある複数の下位装置の調整可能な消費
電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００２４】
　本発明の第３観点、第６観点、又は第７観点に係る中間装置では、需要者に対しデマン
ドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することができる。
【００２５】
　本発明の第４観点に係る中間装置では、下位装置が管理情報に登録された順に需要者に
対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能である。
【００２６】
　本発明の第５観点に係る中間装置では、優先順位に従ってなるべく全ての需要者にデマ
ンドレスポンスへの参加機会を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る中間コントローラを含む需要調整システムの概要構成図。
【図２】本発明に係る中間コントローラの概要構成図。
【図３】デマンドレスポンスに係る処理のフロー図。
【図４】下位コントローラに需要調整量を割り当てる割当処理のフロー図。
【図５】本発明に係る管理情報の例。
【図６】本発明の変形例１Ａに係る管理情報の例。
【図７】本発明の変形例１Ｂに係る管理情報の例。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図を参照しながら本発明に係る中間装置の一実施形態について説明する。
【００２９】
　（１）全体構成
　図１は、本発明に係る中間装置の一例である中間コントローラ１１０を含む需要調整シ
ステム１の概略図である。
【００３０】
　需要調整システム１は、主に、上位コントローラ９０、中間コントローラ１１０、及び
下位コントローラ１００を含む。
【００３１】
　下位コントローラ１００は、ビルや工場等の建物である物件Ａ、Ｂに配置され、当該物
件Ａ、Ｂ内に設置された１又は２以上の設備機器４０、・・・の消費エネルギー量を管理
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する。設備機器４０、・・・は、例えば、空調機、給湯機、照明等である。このほか、各
物件Ａ、Ｂには、各設備機器４０、・・・にエネルギーを供給する電源６と、電源６から
各設備機器４０、・・・に供給されるエネルギーを計測するメーター７とが設置されてい
る。下位コントローラ１００と設備機器４０、・・・及びメーター７とは、ＬＡＮ等の通
信ネットワーク８２により接続されている。設備機器４０、・・・は、それぞれ制御部を
有しており、下位コントローラ１００は、当該制御部に通信ネットワーク８２を介して命
令を送信することにより、設備機器４０、・・・それぞれを制御し、消費エネルギー量を
調整する。なお、消費エネルギー量とは消費されるエネルギー量である。エネルギーとは
、例えば電気であり、エネルギー量とは、例えば、ワット等の単位で表される電力、又は
ワット時等の単位で表される電力量である。
【００３２】
　中間コントローラ１１０は、下位コントローラ１００、及び上位コントローラ９０とイ
ンターネット等の通信ネットワーク８１を介して接続されており、下位コントローラ１０
０と上位コントローラ９０との間で消費エネルギー量の調整についての仲介を行う装置で
ある。具体的には、各下位コントローラ１００から抑制可能エネルギー量を集約し、上位
コントローラに集約した抑制可能エネルギー量を通知する。また、上位コントローラから
消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を受け付けると、需要調整要求に応えら
れるように消費エネルギー量の抑制量、即ち需要調整量を下位コントローラ１００に割り
当てる。
【００３３】
　上位コントローラ９０は、物件Ａ、Ｂを含む複数の物件におけるエネルギーの需要に対
する供給量を調整することで、これらの物件に供給されるエネルギーを管理する。上位コ
ントローラ９０と中間コントローラ１１０との間では、エネルギー需給に関する各種情報
の送受信が行なわれる。
【００３４】
　例えば、電力会社は、所定の調整要求期間における消費エネルギー量の抑制、即ちエネ
ルギー需要の調整を要求する需要調整要求を、上位コントローラ９０から中間コントロー
ラ１１０に送信する。ここで、需要調整要求の内容、即ち物件Ａ、Ｂにおける設備機器４
０、・・・全体が消費するエネルギー量の抑制量を要求抑制エネルギー量とする。要求抑
制エネルギー量を達成するために消費可能なエネルギー量の上限を要求エネルギー量とす
る。なお、要求抑制エネルギー量は、中間コントローラ１１０が、各下位コントローラ１
００が申告した抑制可能エネルギー量を集約した抑制可能エネルギー量に基づいて決めら
れた値であるが、上位コントローラ９０が独自に決めた値の場合もある。
【００３５】
　（２）中間コントローラ１１０詳細構成
　図２は、中間コントローラ１１０の概略構成図である。中間コントローラ１１０は、主
に、通信部１１１、制御部１１２、及び記憶部１１３を備える。
【００３６】
　（２－１）通信部
　通信部１１１は、中間コントローラ１１０を、イーサネット（登録商標）等を用いた通
信ネットワーク８１、８２と接続可能にするインターフェースである。
【００３７】
　（２－２）記憶部１１３
　記憶部１１３は、主に、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びハードディスク等からなり、各下位コン
トローラ１００の個別調整可能量１２０、各下位コントローラ１００に関する情報である
管理情報１４０ａ、及び中間コントローラ用プログラム等、各種情報を記憶する。
【００３８】
　（２－３）制御部１１２
　制御部１１２は、主にＣＰＵからなり、記憶部１１３に格納された中間コントローラ用
プログラムを実行する。中間コントローラ用プログラムが実行されることにより、個別調
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整可能量受付部１１２ａ、全体調整可能量算出部１１２ｂ、全体調整可能量通知部１１２
ｃ、需要調整要求受付部１１２ｄ、割当部１１２ｅ、及び個別要求部１１２ｆ、等として
機能する。
【００３９】
　以下、制御部１１２の各機能の説明を行う。
【００４０】
　（２－３－１）個別調整可能量受付部１１２ａ
　個別調整可能量受付部１１２ａは、下位コントローラ１００それぞれから所定の期間（
例えば、１時間）毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量１２０の通知を受
け付ける。具体的には、下位コントローラ１００それぞれは、自己が管理する設備機器４
０、・・・全体の所定の期間（例えば、１時間）毎の調整可能な消費エネルギー量（個別
調整可能量１２０）を算出し、中間コントローラ１１０に送信する。中間コントローラ１
１０の通信部１１１が当該個別調整可能量１２０を受信すると、個別調整可能量受付部１
１２ａは、当該個別調整可能量を記憶部１１３に記憶させる。
【００４１】
　（２－３－２）全体調整可能量算出部１１２ｂ
　全体調整可能量算出部１１２ｂは、中間コントローラ１１０の管理下にある複数の下位
コントローラ１００の個別調整可能量１２０の合計である全体調整可能量を算出する。具
体的には、全体調整可能量算出部１１２ｂは、記憶部１１３に記憶されている下位コント
ローラ１００にかかる個別調整可能量１２０を全て合計することにより全体調整可能量を
算出する。即ち、デマンドレスポンスに参加を希望している需要者に係る下位コントロー
ラ１００であって、かつ、個別調整可能量１２０を通知した下位コントローラ１００の個
別調整可能量１２０を合計する。
【００４２】
　（２－３－３）全体調整可能量通知部１１２ｃ
　全体調整可能量通知部１１２ｃは、全体調整可能量を上位のエネルギー管理装置である
上位コントローラ９０に通知する。具体的には、全体調整可能量通知部１１２ｃは、通信
部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワーク８１を介して上位コントローラ９０へ送
信させる。
【００４３】
　（２－３－４）需要調整要求受付部１１２ｄ
　需要調整要求受付部１１２ｄは、調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求
する需要調整要求を上位コントローラ９０から受け付ける。具体的には、通信部１１１が
需要調整要求を受信すると、需要調整要求受付部１１２ｄは、需要調整要求を記憶部１１
３に記憶させ、割当部１１２ｅに後述する割当処理を開始させる。
【００４４】
　（２－３－５）割当部１１２ｅ
　割当部１１２ｅは、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１
つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる割当処理を行う。割当処
理については、後で詳しく説明する。
【００４５】
　（２－３－６）個別要求部１１２ｆ
　個別要求部１１２ｆは、割当部１１２ｅが需要調整量を割り当てた下位コントローラ１
００に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。具
体的には、個別要求部１１２ｆは、割当部１１２ｅにより需要調整量が割り当てられた下
位コントローラ１００に当該需要調整量分の消費エネルギー量を抑制することを命じる命
令を作成し、当該命令を通信部１１１に通信ネットワーク８１を介して当該下位コントロ
ーラ１００へ送信させる。
【００４６】
　（３）処理の詳細
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　（３－１）デマンドレスポンスに係る処理フロー
　図３は、需要調整システム１におけるデマンドレスポンスに係る処理のフロー図である
。以下、図３を参照しながら当該デマンドレスポンスに係る処理のフローについて説明す
る。
【００４７】
　ステップＳ１０１では、各下位コントローラ１００が所定の期間（例えば、１時間）に
おいて抑制可能な消費エネルギー量（個別調整可能量１２０）を中間コントローラ１１０
に申告、すなわち送信する。中間コントローラ１１０の通信部１１１が個別調整可能量１
２０を受信すると、個別調整可能量受付部１１２ａは、当該個別調整可能量１２０を記憶
部１１３に記憶させる。
【００４８】
　次のステップＳ１０２では、中間コントローラ１１０の全体調整可能量算出部１１２ｂ
が、記憶部１１３に記憶されている下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０を合
計することにより全体調整可能量を算出する。そして、全体調整可能量通知部１１２ｃが
、通信部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワーク８１を介して上位コントローラ９
０へ送信させる。この際、上記ステップＳ１０１にかかる所定の期間についても上位コン
トローラ９０に送信される。
【００４９】
　次のステップＳ１０３では、通信部１１１が上位コントローラ９０から需要調整要求を
受信すると、需要調整要求受付部１１２ｄは、需要調整要求を記憶部１１３に記憶させ、
次の割当処理を開始させる。なお、上位コントローラ９０は、中間コントローラ１１０か
ら送信された全体調整可能量及び上記ステップＳ１０１にかかる所定の期間に基づいて要
求抑制エネルギー量及び調整要求期間を決定し、当該要求抑制エネルギー量及び調整要求
期間を含む需要調整要求を中間コントローラ１１０に送信する。
【００５０】
　次のステップＳ１０４では、割当部１１２ｅが、需要調整要求に基づいて１つ又は複数
の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる。この際、割当部１１２ｅは、記憶
部１１３に記憶されている管理情報１４０ａを参照し、当該管理情報に基づく所定の順序
に従って需要調整量を割り当てる。割当処理のフローについては、以下で説明する。
【００５１】
　次のステップＳ１０５では、個別要求部１１２ｆが、割当部１１２ｅにより需要調整量
が割り当てられた下位コントローラ１００に当該需要調整量分の消費エネルギー量を需要
調整要求により指定された調整要求期間において抑制することを要求する命令（個別需要
調整要求）を作成し、当該命令を通信部１１１に通信ネットワーク８１を介して当該下位
コントローラ１００へ送信させる。当該命令を受信した下位コントローラ１００は、当該
命令により指定された需要調整量分の消費エネルギー量を調整要求期間において抑制する
ように設備機器４０、・・・を制御する。
【００５２】
　（３－２）割当処理フロー
　図４は、割当部１１２ｅが、１つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割
り当てる割当処理のフロー図である。以下、図４を参照しながら当該処理フローについて
説明する。
【００５３】
　ステップＳ２０１では、割当部１１２ｅは、記憶部１１３に記憶されている管理情報１
４０ａを参照し、当該管理情報１４０ａに基づく所定の順序に従って需要調整量を下位コ
ントローラ１００に割り当てる。管理情報１４０ａには、例えば、図５に示すような下位
コントローラ１００のリストが含まれている。当該リストでは、下位コントローラ１００
は、当該リストに追加、即ち管理情報１４０ａに登録された順に並んでいる。また、管理
情報１４０ａには、当該リストにおいて前回最後に需要調整量が割り当てられた下位コン
トローラ１００を指し示すポインタｐが記録されている。割当部１１２ｅは、ポインタｐ
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が指し示す前回最後に需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００の当該リスト
における次の順の下位コントローラ１００に需要調整量を所定の量を割り当てる。未だ一
度も下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられていない初期状態では、ポイン
タｐは空になっている。ポインタｐが空の場合、又はポインタｐが指し示す下位コントロ
ーラ１００が当該リストにおいて最後尾の下位コントローラ１００である場合は、当該リ
ストの先頭の下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられる。ポインタｐは、今
回需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００を指し示すように更新される。つ
まり、管理情報１４０ａに登録された順に下位コントローラ１００に需要調整量が所定の
量（例えば、１０ｋＷ）ずつ割り当てられる。
【００５４】
　次のステップＳ２０２では、ステップＳ１０１で下位コントローラ１００に割り当てら
れた需要調整量が、記憶部１１３に記憶されている割当量に加算される。なお、割当量は
、割当処理フローの初期段階では、０に設定されている。
【００５５】
　次のステップＳ２０３では、割当量が需要調整要求で指定された需要調整量以上に達し
ていないか否かが判定される。例えば、上位コントローラ９０からの需要調整要求により
指定された需要調整量が５００ｋＷであれば、下位コントローラ１００に割り当てられた
需要調整量の合計が５００ｋＷに達しているかどうかが判定される。達していれば、割当
処理フローは終了する。達していなければ、ステップＳ２０１へ戻る。
【００５６】
　なお、次に需要調整要求が上位コントローラ９０から送信されてきた場合は、前回の割
当処理において最後に需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００の次の順の下
位コントローラ１００から順に需要調整量が割り当てられていく。
【００５７】
　（４）特徴
　（４－１）
　上記実施形態では、個別調整可能量受付部１１２ａは、下位コントローラ１００それぞ
れから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量１２０の通知を受
け付ける。記憶部１１３は、各下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０及び各下
位コントローラ１００に関する情報である管理情報１４０ａを記憶する。全体調整可能量
算出部１１２ｂは、複数の下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０の合計である
全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部１１２ｄは、調整要求期間において消費
エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位コントローラ９０から受け付ける。割
当部１１２ｅは、需要調整要求に基づいて、管理情報１４０ａに基づく所定の順序に従っ
て１つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる。個別要求部１１２
ｆは、割当部１１２ｅが需要調整量を割り当てた下位コントローラ１００に、需要調整量
分の消費エネルギー量の調整を要求する命令である個別需要調整要求を作成し、通信部１
１１を介して送信する。これにより、複数の下位コントローラ１００が調整可能な需要量
を取りまとめるとともに、各下位コントローラ１００にかかる需要者に対しデマンドレス
ポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能となっている。
【００５８】
　（４－２）
　上記実施形態では、全体調整可能量通知部１１２ｃは、全体調整可能量を上位のエネル
ギー管理装置である上位コントローラ９０に通知する。これにより、管理下にある複数の
下位コントローラ１００の調整可能な消費電力量の合計を上位コントローラ９０に通知す
ることが出来ている。
【００５９】
　（４－３）
　上記実施形態では、前回最後に割り当てた下位コントローラ１００がポインタｐに記憶
される。これにより、次に下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てるときには、
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前回割り当てられなかった下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てることができ
る。したがって、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供す
ることができている。
【００６０】
　（４－４）
　上記実施形態では、下位コントローラ１００が管理情報１４０ａに登録された順に需要
者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能となって
いる。
【００６１】
　（５）変形例
　（５－１）変形例１Ａ
　上記実施形態では、割当部１１２ｅは、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当てていた。しかし、他の実施形態においては、複数の
下位コントローラ１００は、所定の優先順位順に並べられてもよい。即ち、所定の優先順
位順に下位コントローラ１００に需要調整量を割り当ててもよい。この場合、複数の下位
コントローラ１００は、例えば、図６に示すリスト（管理情報１４０ｂ）のように並べら
れ、この順に需要調整量が割り当てられていく。当該リスト（管理情報１４０ｂ）の最後
まで到達すれば、先頭に戻って需要調整量が割り当てられる。
【００６２】
　なお、所定の優先順位とは、例えば、契約金額の大小など、ビジネスにおいて優先する
順である。
【００６３】
　これにより、優先順位に従って需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべ
く公平に提供することができる。
【００６４】
　（５－２）変形例１Ｂ
　上記実施形態では、割当部１１２ｅは、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当てていた。しかし、他の実施形態においては、例えば
、図７に示す管理情報１４０ｃのように各下位コントローラ１００がそれまでに需要調整
量が割り当てられた回数を記録し、複数の下位コントローラ１００を当該割り当て回数の
少ない順に並べ、当該順にしたがって需要調整量が割り当てられてもよい。当該順の最後
まで到達すれば、先頭に戻って需要調整量が割り当てられる。なお、割り当てられた回数
が同じである下位コントローラ１００が複数ある場合は、当該割り当てられた回数が同じ
である下位コントローラ１００の順序は、個別調整可能量１２０が多い順、又は管理情報
１４０ｃに登録された順等、所定の規則に従って決める。また、管理情報１４０ｃに記録
されている割り当てられた回数は、所定の期間（例えば、１年）経過すると０に初期化し
てもよい。
【００６５】
　これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する
ことができる。
【００６６】
　（５－３）変形例１Ｃ
　また、他の実施形態においては、上記全ての実施形態を組み合わせた順、すなわち登録
順、優先順位順、及び割当回数順を組み合わせた順、又はこれらのいずれか２つ以上を組
み合わせた順に下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられてもよい。
【００６７】
　例えば、管理情報は、各下位コントローラ１００にかかる優先順位に関する情報、及び
割当部１１２ｅが過去に需要調整量を各下位コントローラ１００に割り当てた割当回数に
関する情報を含み、割当部１１２ｅは、第１に割当回数が少ない順、かつ、第２に優先順
位順、かつ、第３に管理情報に登録された順に、需要調整量を各下位コントローラ１００
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に割り当てる。
【００６８】
　また、他の実施形態においては、途中でデマンドレスポンスへの参加をキャンセルした
需要者の下位コントローラ１００や、個別調整可能量１２０が０であった下位コントロー
ラ１００については、優先順位を繰り上げる等、次回に優先的に需要調整量が割り当てら
れるようにしてもよい。
【００６９】
　これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する
ことができる。
【００７０】
　（５－４）変形例１Ｄ
　上記実施形態では、調整必要期間は、上位コントローラ９０からの需要調整要求により
指定された期間であった。しかし、他の実施形態においては、調整必要期間は、下位コン
トローラ１００又は中間コントローラ１１０が決めた期間でもよい。
【００７１】
　また、下位コントローラ１００は、中間コントローラ１１０の需要調整要求受付部１１
２ｄが上位コントローラ９０から需要調整要求を受けてから所定の時間経過後（例えば、
５分後）に消費エネルギー量の抑制を開始し、需要調整要求受付部１１２ｄが上位コント
ローラ９０から調整必要期間の終了を通知する信号を受け付けたら消費エネルギー量の抑
制を終了してもよい。
【００７２】
　（５－５）変形例１Ｅ
　上記実施形態では、割当処理において、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量が所定の量ずつ割り当てられた。しかし、他の実施形態におい
ては、各下位コントローラ１００が中間コントローラ１１０に通知した個別調整可能量１
２０だけ需要調整量を下位コントローラ１００それぞれに割り当てても良い。
【００７３】
　また、他の実施形態においては、管理情報１４０ａに登録されている全ての下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当ててもよい。この場合は、例えば、需要調整量を下位
コントローラ１００の数で等分に分ける等、各下位コントローラ１００に割り当てる需要
調整量を調整する。
【００７４】
　（５－６）変形例１Ｆ
　上記実施形態では、デマンドレスポンスに係る処理フローのステップＳ１０２において
、全体調整可能量通知部１１２ｃが、通信部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワー
ク８１を介して上位コントローラ９０へ送信させていた。しかし、他の実施形態において
は、全体調整可能量を、上位コントローラ９０へ送信しなくてもよい。この場合、デマン
ドレスポンスに係る処理フローのステップＳ１０３において上位コントローラ９０は、中
間コントローラ１１０から送信された全体調整可能量及び上記ステップＳ１０１にかかる
所定の期間に基づかずに要求抑制エネルギー量及び調整要求期間を決定する。また、上位
コントローラ９０から中間コントローラ１１０に送信される需要調整要求には、要求抑制
エネルギー量が含まれていなくてもよく、この場合、中間コントローラ１１０が、全体調
整可能量に基づいて要求抑制エネルギー量を決定してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、複数の下位コントローラそれぞれが抑制可能な消費エネルギー量をとりまと
める装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００７６】
Ａ、Ｂ　　　　　　　　　　　　　　物件
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４０　　　　　　　　　　　　　　　設備機器
９０　　　　　　　　　　　　　　　上位コントローラ（上位装置）
１００　　　　　　　　　　　　　　下位コントローラ（下位装置）
１１０　　　　　　　　　　　　　　中間コントローラ（中間装置）
１１２ａ　　　　　　　　　　　　　個別調整可能量受付部
１１２ｂ　　　　　　　　　　　　　全体調整可能量算出部
１１２ｃ　　　　　　　　　　　　　全体調整可能量通知部
１１２ｄ　　　　　　　　　　　　　需要調整要求受付部
１１２ｅ　　　　　　　　　　　　　割当部
１１２ｆ　　　　　　　　　　　　　個別要求部
１１３　　　　　　　　　　　　　　記憶部
１２０　　　　　　　　　　　　　　個別調整可能量
１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ　　　管理情報（下位装置管理情報）
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７７】
【特許文献１】特開２０１１－１９３５７７号公報

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月20日(2012.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中間装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、環境に対する配慮から、自然エネルギーの占める割合を増やすことが求められて
いる。
【０００３】
　しかし、自然エネルギーは天候変化に左右されやすい。そうすると、電力会社は安定供
給を実現するために予備発電設備を構える必要があり、エネルギー供給コストが増大する
。
【０００４】
　このようなコスト増に対応するため、供給量の変動に対応して需要者側に需要量の調整
を要求する仕組みがデマンドレスポンスである。例えば、特許文献１（特開２０１１－１
９３５７７号公報）では、季節や時間帯に応じて増加するエネルギー量を抑制するために
、所定の期間において需要量を調整する下位装置が提案されている。需要者は、このよう
に電力会社のデマンドレスポンスの要求に応えることで、割引料金等のインセンティブを
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得ることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、要量を効率的に調整するためには、需要量の規模が大きい需要者に需要量を
抑制してもらうのが効率的である。この場合、需要量の規模が小さな需要者は、デマンド
レスポンスへの参加機会が少なく、インセンティブの獲得機会を失う可能性が高い。この
ような場合、多くの需要者にとってデマンドレスポンスへの参加の動機がなくなり、調整
可能な需要量も限定的になることが予想される。
【０００６】
　そこで、本発明の課題は、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに
、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提
供することが可能な中間装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１観点に係る中間装置は、１又は２以上の設備機器を管理する複数の下位装
置を管理する中間装置であって、個別調整可能量受付部と、記憶部と、全体調整可能量算
出部と、需要調整要求受付部と、割当部と、個別要求部とを備える。個別調整可能量受付
部は、下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可
能量の通知を受け付ける。記憶部は、各下位装置の個別調整可能量及び各下位装置に関す
る情報である下位装置管理情報を記憶する。全体調整可能量算出部は、複数の下位装置の
個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、調整要
求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネルギー管理
装置である上位装置から受け付ける。割当部は、需要調整要求に基づいて、下位装置管理
情報に基づく所定の順序に従って１つ又は複数の下位装置に需要調整量を割り当てる。個
別要求部は、割当部が需要調整量を割り当てた下位装置に、需要調整量分の消費エネルギ
ー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。
【０００８】
　本発明の第１観点に係る中間装置では、個別調整可能量受付部は、下位装置それぞれか
ら所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量の通知を受け付ける。
記憶部は、各下位装置の個別調整可能量及び各下位装置に関する情報である下位装置管理
情報を記憶する。全体調整可能量算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計であ
る全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、調整要求期間において消費エネル
ギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネルギー管理装置である上位装置から受
け付ける。割当部は、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１
つ又は複数の下位装置に需要調整量を割り当てる。個別要求部は、割当部が需要調整量を
割り当てた下位装置に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整
要求を送る。これにより、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに、
各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供
することが可能である。
【０００９】
　なお、消費エネルギー量とは消費されるエネルギー量である。エネルギーとは、例えば
電気であり、エネルギー量とは、例えば、ワット等の単位で表される電力、又はワット時
等の単位で表される電力量である。
【００１０】
　本発明の第２観点に係る中間装置は、第１観点に係る中間装置であって、全体調整可能
量通知部をさらに備える。全体調整可能量通知部は、全体調整可能量を上位装置に通知す
る。
【００１１】
　本発明の第２観点に係る中間装置では、管理下にある複数の下位装置の調整可能な消費



(16) JP 2013-117769 A 2013.6.13

電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００１２】
　本発明の第３観点に係る中間装置は、第１観点又は第２観点に係る中間装置であって、
下位装置管理情報は、割当部が需要調整量を前回割り当てた所定の順序における最後尾の
下位装置についての情報を含む。割当部は、最後尾の下位装置の次の下位装置から所定の
順序に従って下位装置に需要調整量を割り当てる。
【００１３】
　本発明の第３観点に係る中間装置では、前回最後に割り当てた下位装置が記憶される。
これにより、次に下位装置に需要調整量を割り当てるときには、前回割り当てられなかっ
た下位装置に需要調整量を割り当てることができる。
【００１４】
　本発明の第４観点に係る中間装置は、第３観点に係る中間装置であって、所定の順序は
、下位装置が下位装置管理情報に登録された順序である。
【００１５】
　本発明の第４観点に係る中間装置では、下位装置が下位装置管理情報に登録された順に
需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能であ
る。
【００１６】
　本発明の第５観点に係る中間装置は、第３観点に係る中間装置であって、下位装置管理
情報は、各下位装置にかかる優先順位に関する情報をさらに含む。所定の順序は、優先順
位である。
【００１７】
　本発明の第５観点に係る中間装置では、所定の優先順位に従って需要調整量が割り当て
ることができる。所定の優先順位とは、例えば契約金額等により定まる優先順位である。
これにより、優先順位に従って需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく
公平に提供することができる。
【００１８】
　本発明の第６観点に係る中間装置は、第１観点又は第２観点に係る中間装置であって、
下位装置管理情報は、割当部が過去に需要調整量を各下位装置に割り当てた割当回数に関
する情報を含む。所定の順序は、割当回数の少ない順である。
【００１９】
　本発明の第６観点に係る中間装置では、割当回数の少ない順に需要調整量が割り当てら
れる。これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供
することができる。
【００２０】
　本発明の第７観点に係る中間装置は、第３観点に係る中間装置であって、下位装置管理
情報は、各下位装置にかかる優先順位に関する情報、及び割当部が過去に需要調整量を各
下位装置に割り当てた割当回数に関する情報をさらに含む。所定の順序は、下位装置が下
位装置管理情報に登録された順序、優先順位、若しくは割当回数の少ない順、又はこれら
のいずれか２つ以上を組み合わせた順序である。
【００２１】
　本発明の第７観点に係る中間装置では、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会
をなるべく公平に提供することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の第１観点に係る中間装置では、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまと
めるとともに、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなる
べく公平に提供することが可能である。
【００２３】
　本発明の第２観点に係る中間装置では、管理下にある複数の下位装置の調整可能な消費
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電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００２４】
　本発明の第３観点、第６観点、又は第７観点に係る中間装置では、需要者に対しデマン
ドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することができる。
【００２５】
　本発明の第４観点に係る中間装置では、下位装置が管理情報に登録された順に需要者に
対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能である。
【００２６】
　本発明の第５観点に係る中間装置では、優先順位に従ってなるべく全ての需要者にデマ
ンドレスポンスへの参加機会を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る中間コントローラを含む需要調整システムの概要構成図。
【図２】本発明に係る中間コントローラの概要構成図。
【図３】デマンドレスポンスに係る処理のフロー図。
【図４】下位コントローラに需要調整量を割り当てる割当処理のフロー図。
【図５】本発明に係る管理情報の例。
【図６】本発明の変形例１Ａに係る管理情報の例。
【図７】本発明の変形例１Ｂに係る管理情報の例。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図を参照しながら本発明に係る中間装置の一実施形態について説明する。
【００２９】
　（１）全体構成
　図１は、本発明に係る中間装置の一例である中間コントローラ１１０を含む需要調整シ
ステム１の概略図である。
【００３０】
　需要調整システム１は、主に、上位コントローラ９０、中間コントローラ１１０、及び
下位コントローラ１００を含む。
【００３１】
　下位コントローラ１００は、ビルや工場等の建物である物件Ａ、Ｂに配置され、当該物
件Ａ、Ｂ内に設置された１又は２以上の設備機器４０、・・・の消費エネルギー量を管理
する。設備機器４０、・・・は、例えば、空調機、給湯機、照明等である。このほか、各
物件Ａ、Ｂには、各設備機器４０、・・・にエネルギーを供給する電源６と、電源６から
各設備機器４０、・・・に供給されるエネルギーを計測するメーター７とが設置されてい
る。下位コントローラ１００と設備機器４０、・・・及びメーター７とは、ＬＡＮ等の通
信ネットワーク８２により接続されている。設備機器４０、・・・は、それぞれ制御部を
有しており、下位コントローラ１００は、当該制御部に通信ネットワーク８２を介して命
令を送信することにより、設備機器４０、・・・それぞれを制御し、消費エネルギー量を
調整する。なお、消費エネルギー量とは消費されるエネルギー量である。エネルギーとは
、例えば電気であり、エネルギー量とは、例えば、ワット等の単位で表される電力、又は
ワット時等の単位で表される電力量である。
【００３２】
　中間コントローラ１１０は、下位コントローラ１００、及び上位コントローラ９０とイ
ンターネット等の通信ネットワーク８１を介して接続されており、下位コントローラ１０
０と上位コントローラ９０との間で消費エネルギー量の調整についての仲介を行う装置で
ある。具体的には、各下位コントローラ１００から抑制可能エネルギー量を集約し、上位
コントローラに集約した抑制可能エネルギー量を通知する。また、上位コントローラから
消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を受け付けると、需要調整要求に応えら
れるように消費エネルギー量の抑制量、即ち需要調整量を下位コントローラ１００に割り
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当てる。
【００３３】
　上位コントローラ９０は、物件Ａ、Ｂを含む複数の物件におけるエネルギーの需要に対
する供給量を調整することで、これらの物件に供給されるエネルギーを管理する。上位コ
ントローラ９０と中間コントローラ１１０との間では、エネルギー需給に関する各種情報
の送受信が行なわれる。
【００３４】
　例えば、電力会社は、所定の調整要求期間における消費エネルギー量の抑制、即ちエネ
ルギー需要の調整を要求する需要調整要求を、上位コントローラ９０から中間コントロー
ラ１１０に送信する。ここで、需要調整要求の内容、即ち物件Ａ、Ｂにおける設備機器４
０、・・・全体が消費するエネルギー量の抑制量を要求抑制エネルギー量とする。要求抑
制エネルギー量を達成するために消費可能なエネルギー量の上限を要求エネルギー量とす
る。なお、要求抑制エネルギー量は、中間コントローラ１１０が、各下位コントローラ１
００が申告した抑制可能エネルギー量を集約した抑制可能エネルギー量に基づいて決めら
れた値であるが、上位コントローラ９０が独自に決めた値の場合もある。
【００３５】
　（２）中間コントローラ１１０詳細構成
　図２は、中間コントローラ１１０の概略構成図である。中間コントローラ１１０は、主
に、通信部１１１、制御部１１２、及び記憶部１１３を備える。
【００３６】
　（２－１）通信部
　通信部１１１は、中間コントローラ１１０を、イーサネット（登録商標）等を用いた通
信ネットワーク８１、８２と接続可能にするインターフェースである。
【００３７】
　（２－２）記憶部１１３
　記憶部１１３は、主に、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びハードディスク等からなり、各下位コン
トローラ１００の個別調整可能量１２０、各下位コントローラ１００に関する情報である
管理情報１４０ａ、及び中間コントローラ用プログラム等、各種情報を記憶する。
【００３８】
　（２－３）制御部１１２
　制御部１１２は、主にＣＰＵからなり、記憶部１１３に格納された中間コントローラ用
プログラムを実行する。中間コントローラ用プログラムが実行されることにより、個別調
整可能量受付部１１２ａ、全体調整可能量算出部１１２ｂ、全体調整可能量通知部１１２
ｃ、需要調整要求受付部１１２ｄ、割当部１１２ｅ、及び個別要求部１１２ｆ、等として
機能する。
【００３９】
　以下、制御部１１２の各機能の説明を行う。
【００４０】
　（２－３－１）個別調整可能量受付部１１２ａ
　個別調整可能量受付部１１２ａは、下位コントローラ１００それぞれから所定の期間（
例えば、１時間）毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量１２０の通知を受
け付ける。具体的には、下位コントローラ１００それぞれは、自己が管理する設備機器４
０、・・・全体の所定の期間（例えば、１時間）毎の調整可能な消費エネルギー量（個別
調整可能量１２０）を算出し、中間コントローラ１１０に送信する。中間コントローラ１
１０の通信部１１１が当該個別調整可能量１２０を受信すると、個別調整可能量受付部１
１２ａは、当該個別調整可能量を記憶部１１３に記憶させる。
【００４１】
　（２－３－２）全体調整可能量算出部１１２ｂ
　全体調整可能量算出部１１２ｂは、中間コントローラ１１０の管理下にある複数の下位
コントローラ１００の個別調整可能量１２０の合計である全体調整可能量を算出する。具
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体的には、全体調整可能量算出部１１２ｂは、記憶部１１３に記憶されている下位コント
ローラ１００にかかる個別調整可能量１２０を全て合計することにより全体調整可能量を
算出する。即ち、デマンドレスポンスに参加を希望している需要者に係る下位コントロー
ラ１００であって、かつ、個別調整可能量１２０を通知した下位コントローラ１００の個
別調整可能量１２０を合計する。
【００４２】
　（２－３－３）全体調整可能量通知部１１２ｃ
　全体調整可能量通知部１１２ｃは、全体調整可能量を上位のエネルギー管理装置である
上位コントローラ９０に通知する。具体的には、全体調整可能量通知部１１２ｃは、通信
部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワーク８１を介して上位コントローラ９０へ送
信させる。
【００４３】
　（２－３－４）需要調整要求受付部１１２ｄ
　需要調整要求受付部１１２ｄは、調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求
する需要調整要求を上位コントローラ９０から受け付ける。具体的には、通信部１１１が
需要調整要求を受信すると、需要調整要求受付部１１２ｄは、需要調整要求を記憶部１１
３に記憶させ、割当部１１２ｅに後述する割当処理を開始させる。
【００４４】
　（２－３－５）割当部１１２ｅ
　割当部１１２ｅは、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１
つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる割当処理を行う。割当処
理については、後で詳しく説明する。
【００４５】
　（２－３－６）個別要求部１１２ｆ
　個別要求部１１２ｆは、割当部１１２ｅが需要調整量を割り当てた下位コントローラ１
００に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。具
体的には、個別要求部１１２ｆは、割当部１１２ｅにより需要調整量が割り当てられた下
位コントローラ１００に当該需要調整量分の消費エネルギー量を抑制することを命じる命
令を作成し、当該命令を通信部１１１に通信ネットワーク８１を介して当該下位コントロ
ーラ１００へ送信させる。
【００４６】
　（３）処理の詳細
　（３－１）デマンドレスポンスに係る処理フロー
　図３は、需要調整システム１におけるデマンドレスポンスに係る処理のフロー図である
。以下、図３を参照しながら当該デマンドレスポンスに係る処理のフローについて説明す
る。
【００４７】
　ステップＳ１０１では、各下位コントローラ１００が所定の期間（例えば、１時間）に
おいて抑制可能な消費エネルギー量（個別調整可能量１２０）を中間コントローラ１１０
に申告、すなわち送信する。中間コントローラ１１０の通信部１１１が個別調整可能量１
２０を受信すると、個別調整可能量受付部１１２ａは、当該個別調整可能量１２０を記憶
部１１３に記憶させる。
【００４８】
　次のステップＳ１０２では、中間コントローラ１１０の全体調整可能量算出部１１２ｂ
が、記憶部１１３に記憶されている下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０を合
計することにより全体調整可能量を算出する。そして、全体調整可能量通知部１１２ｃが
、通信部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワーク８１を介して上位コントローラ９
０へ送信させる。この際、上記ステップＳ１０１にかかる所定の期間についても上位コン
トローラ９０に送信される。
【００４９】
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　次のステップＳ１０３では、通信部１１１が上位コントローラ９０から需要調整要求を
受信すると、需要調整要求受付部１１２ｄは、需要調整要求を記憶部１１３に記憶させ、
次の割当処理を開始させる。なお、上位コントローラ９０は、中間コントローラ１１０か
ら送信された全体調整可能量及び上記ステップＳ１０１にかかる所定の期間に基づいて要
求抑制エネルギー量及び調整要求期間を決定し、当該要求抑制エネルギー量及び調整要求
期間を含む需要調整要求を中間コントローラ１１０に送信する。
【００５０】
　次のステップＳ１０４では、割当部１１２ｅが、需要調整要求に基づいて１つ又は複数
の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる。この際、割当部１１２ｅは、記憶
部１１３に記憶されている管理情報１４０ａを参照し、当該管理情報に基づく所定の順序
に従って需要調整量を割り当てる。割当処理のフローについては、以下で説明する。
【００５１】
　次のステップＳ１０５では、個別要求部１１２ｆが、割当部１１２ｅにより需要調整量
が割り当てられた下位コントローラ１００に当該需要調整量分の消費エネルギー量を需要
調整要求により指定された調整要求期間において抑制することを要求する命令（個別需要
調整要求）を作成し、当該命令を通信部１１１に通信ネットワーク８１を介して当該下位
コントローラ１００へ送信させる。当該命令を受信した下位コントローラ１００は、当該
命令により指定された需要調整量分の消費エネルギー量を調整要求期間において抑制する
ように設備機器４０、・・・を制御する。
【００５２】
　（３－２）割当処理フロー
　図４は、割当部１１２ｅが、１つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割
り当てる割当処理のフロー図である。以下、図４を参照しながら当該処理フローについて
説明する。
【００５３】
　ステップＳ２０１では、割当部１１２ｅは、記憶部１１３に記憶されている管理情報１
４０ａを参照し、当該管理情報１４０ａに基づく所定の順序に従って需要調整量を下位コ
ントローラ１００に割り当てる。管理情報１４０ａには、例えば、図５に示すような下位
コントローラ１００のリストが含まれている。当該リストでは、下位コントローラ１００
は、当該リストに追加、即ち管理情報１４０ａに登録された順に並んでいる。また、管理
情報１４０ａには、当該リストにおいて前回最後に需要調整量が割り当てられた下位コン
トローラ１００を指し示すポインタｐが記録されている。割当部１１２ｅは、ポインタｐ
が指し示す前回最後に需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００の当該リスト
における次の順の下位コントローラ１００に需要調整量を所定の量を割り当てる。未だ一
度も下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられていない初期状態では、ポイン
タｐは空になっている。ポインタｐが空の場合、又はポインタｐが指し示す下位コントロ
ーラ１００が当該リストにおいて最後尾の下位コントローラ１００である場合は、当該リ
ストの先頭の下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられる。ポインタｐは、今
回需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００を指し示すように更新される。つ
まり、管理情報１４０ａに登録された順に下位コントローラ１００に需要調整量が所定の
量（例えば、１０ｋＷ）ずつ割り当てられる。
【００５４】
　次のステップＳ２０２では、ステップＳ１０１で下位コントローラ１００に割り当てら
れた需要調整量が、記憶部１１３に記憶されている割当量に加算される。なお、割当量は
、割当処理フローの初期段階では、０に設定されている。
【００５５】
　次のステップＳ２０３では、割当量が需要調整要求で指定された需要調整量以上に達し
ていないか否かが判定される。例えば、上位コントローラ９０からの需要調整要求により
指定された需要調整量が５００ｋＷであれば、下位コントローラ１００に割り当てられた
需要調整量の合計が５００ｋＷに達しているかどうかが判定される。達していれば、割当
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処理フローは終了する。達していなければ、ステップＳ２０１へ戻る。
【００５６】
　なお、次に需要調整要求が上位コントローラ９０から送信されてきた場合は、前回の割
当処理において最後に需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００の次の順の下
位コントローラ１００から順に需要調整量が割り当てられていく。
【００５７】
　（４）特徴
　（４－１）
　上記実施形態では、個別調整可能量受付部１１２ａは、下位コントローラ１００それぞ
れから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量１２０の通知を受
け付ける。記憶部１１３は、各下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０及び各下
位コントローラ１００に関する情報である管理情報１４０ａを記憶する。全体調整可能量
算出部１１２ｂは、複数の下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０の合計である
全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部１１２ｄは、調整要求期間において消費
エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位コントローラ９０から受け付ける。割
当部１１２ｅは、需要調整要求に基づいて、管理情報１４０ａに基づく所定の順序に従っ
て１つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる。個別要求部１１２
ｆは、割当部１１２ｅが需要調整量を割り当てた下位コントローラ１００に、需要調整量
分の消費エネルギー量の調整を要求する命令である個別需要調整要求を作成し、通信部１
１１を介して送信する。これにより、複数の下位コントローラ１００が調整可能な需要量
を取りまとめるとともに、各下位コントローラ１００にかかる需要者に対しデマンドレス
ポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能となっている。
【００５８】
　（４－２）
　上記実施形態では、全体調整可能量通知部１１２ｃは、全体調整可能量を上位のエネル
ギー管理装置である上位コントローラ９０に通知する。これにより、管理下にある複数の
下位コントローラ１００の調整可能な消費電力量の合計を上位コントローラ９０に通知す
ることが出来ている。
【００５９】
　（４－３）
　上記実施形態では、前回最後に割り当てた下位コントローラ１００がポインタｐに記憶
される。これにより、次に下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てるときには、
前回割り当てられなかった下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てることができ
る。したがって、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供す
ることができている。
【００６０】
　（４－４）
　上記実施形態では、下位コントローラ１００が管理情報１４０ａに登録された順に需要
者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能となって
いる。
【００６１】
　（５）変形例
　（５－１）変形例１Ａ
　上記実施形態では、割当部１１２ｅは、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当てていた。しかし、他の実施形態においては、複数の
下位コントローラ１００は、所定の優先順位順に並べられてもよい。即ち、所定の優先順
位順に下位コントローラ１００に需要調整量を割り当ててもよい。この場合、複数の下位
コントローラ１００は、例えば、図６に示すリスト（管理情報１４０ｂ）のように並べら
れ、この順に需要調整量が割り当てられていく。当該リスト（管理情報１４０ｂ）の最後
まで到達すれば、先頭に戻って需要調整量が割り当てられる。
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【００６２】
　なお、所定の優先順位とは、例えば、契約金額の大小など、ビジネスにおいて優先する
順である。
【００６３】
　これにより、優先順位に従って需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべ
く公平に提供することができる。
【００６４】
　（５－２）変形例１Ｂ
　上記実施形態では、割当部１１２ｅは、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当てていた。しかし、他の実施形態においては、例えば
、図７に示す管理情報１４０ｃのように各下位コントローラ１００がそれまでに需要調整
量が割り当てられた回数を記録し、複数の下位コントローラ１００を当該割り当て回数の
少ない順に並べ、当該順にしたがって需要調整量が割り当てられてもよい。当該順の最後
まで到達すれば、先頭に戻って需要調整量が割り当てられる。なお、割り当てられた回数
が同じである下位コントローラ１００が複数ある場合は、当該割り当てられた回数が同じ
である下位コントローラ１００の順序は、個別調整可能量１２０が多い順、又は管理情報
１４０ｃに登録された順等、所定の規則に従って決める。また、管理情報１４０ｃに記録
されている割り当てられた回数は、所定の期間（例えば、１年）経過すると０に初期化し
てもよい。
【００６５】
　これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する
ことができる。
【００６６】
　（５－３）変形例１Ｃ
　また、他の実施形態においては、上記全ての実施形態を組み合わせた順、すなわち登録
順、優先順位順、及び割当回数順を組み合わせた順、又はこれらのいずれか２つ以上を組
み合わせた順に下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられてもよい。
【００６７】
　例えば、管理情報は、各下位コントローラ１００にかかる優先順位に関する情報、及び
割当部１１２ｅが過去に需要調整量を各下位コントローラ１００に割り当てた割当回数に
関する情報を含み、割当部１１２ｅは、第１に割当回数が少ない順、かつ、第２に優先順
位順、かつ、第３に管理情報に登録された順に、需要調整量を各下位コントローラ１００
に割り当てる。
【００６８】
　また、他の実施形態においては、途中でデマンドレスポンスへの参加をキャンセルした
需要者の下位コントローラ１００や、個別調整可能量１２０が０であった下位コントロー
ラ１００については、優先順位を繰り上げる等、次回に優先的に需要調整量が割り当てら
れるようにしてもよい。
【００６９】
　これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する
ことができる。
【００７０】
　（５－４）変形例１Ｄ
　上記実施形態では、調整必要期間は、上位コントローラ９０からの需要調整要求により
指定された期間であった。しかし、他の実施形態においては、調整必要期間は、下位コン
トローラ１００又は中間コントローラ１１０が決めた期間でもよい。
【００７１】
　また、下位コントローラ１００は、中間コントローラ１１０の需要調整要求受付部１１
２ｄが上位コントローラ９０から需要調整要求を受けてから所定の時間経過後（例えば、
５分後）に消費エネルギー量の抑制を開始し、需要調整要求受付部１１２ｄが上位コント
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ローラ９０から調整必要期間の終了を通知する信号を受け付けたら消費エネルギー量の抑
制を終了してもよい。
【００７２】
　（５－５）変形例１Ｅ
　上記実施形態では、割当処理において、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量が所定の量ずつ割り当てられた。しかし、他の実施形態におい
ては、各下位コントローラ１００が中間コントローラ１１０に通知した個別調整可能量１
２０だけ需要調整量を下位コントローラ１００それぞれに割り当てても良い。
【００７３】
　また、他の実施形態においては、管理情報１４０ａに登録されている全ての下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当ててもよい。この場合は、例えば、需要調整量を下位
コントローラ１００の数で等分に分ける等、各下位コントローラ１００に割り当てる需要
調整量を調整する。
【００７４】
　（５－６）変形例１Ｆ
　上記実施形態では、デマンドレスポンスに係る処理フローのステップＳ１０２において
、全体調整可能量通知部１１２ｃが、通信部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワー
ク８１を介して上位コントローラ９０へ送信させていた。しかし、他の実施形態において
は、全体調整可能量を、上位コントローラ９０へ送信しなくてもよい。この場合、デマン
ドレスポンスに係る処理フローのステップＳ１０３において上位コントローラ９０は、中
間コントローラ１１０から送信された全体調整可能量及び上記ステップＳ１０１にかかる
所定の期間に基づかずに要求抑制エネルギー量及び調整要求期間を決定する。また、上位
コントローラ９０から中間コントローラ１１０に送信される需要調整要求には、要求抑制
エネルギー量が含まれていなくてもよく、この場合、中間コントローラ１１０が、全体調
整可能量に基づいて要求抑制エネルギー量を決定してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、複数の下位コントローラそれぞれが抑制可能な消費エネルギー量をとりまと
める装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００７６】
Ａ、Ｂ　　　　　　　　　　　　　　物件
４０　　　　　　　　　　　　　　　設備機器
９０　　　　　　　　　　　　　　　上位コントローラ（上位装置）
１００　　　　　　　　　　　　　　下位コントローラ（下位装置）
１１０　　　　　　　　　　　　　　中間コントローラ（中間装置）
１１２ａ　　　　　　　　　　　　　個別調整可能量受付部
１１２ｂ　　　　　　　　　　　　　全体調整可能量算出部
１１２ｃ　　　　　　　　　　　　　全体調整可能量通知部
１１２ｄ　　　　　　　　　　　　　需要調整要求受付部
１１２ｅ　　　　　　　　　　　　　割当部
１１２ｆ　　　　　　　　　　　　　個別要求部
１１３　　　　　　　　　　　　　　記憶部
１２０　　　　　　　　　　　　　　個別調整可能量
１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ　　　管理情報（下位装置管理情報）
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７７】
【特許文献１】特開２０１１－１９３５７７号公報
【手続補正書】
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【提出日】平成25年4月3日(2013.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１又は２以上の設備機器（４０、・・・）を管理する複数の下位装置（１００）を管理
する中間装置（１１０）であって、
　前記下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可
能量（１２０）の通知を受け付ける個別調整可能量受付部（１１２ａ）と、
　前記各下位装置の前記個別調整可能量及び前記各下位装置に関する情報である下位装置
管理情報（１４０ａ、１４０ｂ）を記憶する記憶部（１１３）と、
　前記複数の下位装置の前記個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する全体
調整可能量算出部（１１２ｂ）と、
　調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネル
ギー管理装置である上位装置（９０）から受け付ける需要調整要求受付部（１１２ｄ）と
、
　前記需要調整要求に基づいて、前記下位装置管理情報に基づく所定の順序に従って１つ
又は複数の前記下位装置に需要調整量を割り当てる割当部（１１２ｅ）と、
　前記割当部が前記需要調整量を割り当てた前記下位装置に、前記需要調整量分の消費エ
ネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る個別要求部（１１２ｆ）と、
　前記全体調整可能量を前記上位装置に通知する全体調整可能量通知部（１１２ｃ）と、
を備え、
　前記下位装置管理情報は、前記割当部が前記需要調整量を前回割り当てた前記所定の順
序における最後尾の前記下位装置についての情報（ｐ）を含み、
　前記割当部は、前記最後尾の前記下位装置の次の前記下位装置から前記所定の順序に従
って前記下位装置に前記需要調整量を割り当てる、
中間装置（１１０）。
【請求項２】
　１又は２以上の設備機器（４０、・・・）を管理する複数の下位装置（１００）を管理
する中間装置（１１０）であって、
　前記下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可
能量（１２０）の通知を受け付ける個別調整可能量受付部（１１２ａ）と、
　前記各下位装置の前記個別調整可能量及び前記各下位装置に関する情報である下位装置
管理情報（１４０ｃ）を記憶する記憶部（１１３）と、
　前記複数の下位装置の前記個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する全体
調整可能量算出部（１１２ｂ）と、
　調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネル
ギー管理装置である上位装置（９０）から受け付ける需要調整要求受付部（１１２ｄ）と
、
　前記需要調整要求に基づいて、前記下位装置管理情報に基づく所定の順序に従って１つ
又は複数の前記下位装置に需要調整量を割り当てる割当部（１１２ｅ）と、
　前記割当部が前記需要調整量を割り当てた前記下位装置に、前記需要調整量分の消費エ
ネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る個別要求部（１１２ｆ）と、
　前記全体調整可能量を前記上位装置に通知する全体調整可能量通知部（１１２ｃ）と、
を備え、
　前記下位装置管理情報は、前記割当部が過去に前記需要調整量を前記各下位装置に割り
当てた割当回数に関する情報を含み、
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　前記所定の順序は、前記割当回数の少ない順である、
中間装置（１１０）。
【請求項３】
　前記所定の順序は、前記下位装置が前記下位装置管理情報に登録された順序である、
請求項１に記載の中間装置（１１０）。
【請求項４】
　前記下位装置管理情報（１４０ｂ）は、前記各下位装置にかかる優先順位に関する情報
をさらに含み、
　前記所定の順序は、前記優先順位である、
請求項１に記載の中間装置（１１０）。
【請求項５】
　前記下位装置管理情報は、前記各下位装置にかかる優先順位に関する情報、及び前記割
当部が過去に前記需要調整量を前記各下位装置に割り当てた割当回数に関する情報をさら
に含み、
　前記所定の順序は、前記下位装置が前記下位装置管理情報に登録された順序、前記優先
順位、若しくは前記割当回数の少ない順、又はこれらのいずれか２つ以上を組み合わせた
順序である、
請求項１に記載の中間装置（１１０）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、中間装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日、環境に対する配慮から、自然エネルギーの占める割合を増やすことが求められて
いる。
【０００３】
　しかし、自然エネルギーは天候変化に左右されやすい。そうすると、電力会社は安定供
給を実現するために予備発電設備を構える必要があり、エネルギー供給コストが増大する
。
【０００４】
　このようなコスト増に対応するため、供給量の変動に対応して需要者側に需要量の調整
を要求する仕組みがデマンドレスポンスである。例えば、特許文献１（特開２０１１－１
９３５７７号公報）では、季節や時間帯に応じて増加するエネルギー量を抑制するために
、所定の期間において需要量を調整する下位装置が提案されている。需要者は、このよう
に電力会社のデマンドレスポンスの要求に応えることで、割引料金等のインセンティブを
得ることができる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、要量を効率的に調整するためには、需要量の規模が大きい需要者に需要量を
抑制してもらうのが効率的である。この場合、需要量の規模が小さな需要者は、デマンド
レスポンスへの参加機会が少なく、インセンティブの獲得機会を失う可能性が高い。この
ような場合、多くの需要者にとってデマンドレスポンスへの参加の動機がなくなり、調整
可能な需要量も限定的になることが予想される。
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【０００６】
　そこで、本発明の課題は、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに
、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提
供することが可能な中間装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１観点に係る中間装置は、１又は２以上の設備機器を管理する複数の下位装
置を管理する中間装置であって、個別調整可能量受付部と、記憶部と、全体調整可能量算
出部と、需要調整要求受付部と、割当部と、個別要求部と、全体調整可能量通知部と、を
備える。個別調整可能量受付部は、下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー
調整可能量である個別調整可能量の通知を受け付ける。記憶部は、各下位装置の個別調整
可能量及び各下位装置に関する情報である下位装置管理情報を記憶する。全体調整可能量
算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する。需
要調整要求受付部は、調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整
要求を上位のエネルギー管理装置である上位装置から受け付ける。割当部は、需要調整要
求に基づいて、下位装置管理情報に基づく所定の順序に従って１つ又は複数の下位装置に
需要調整量を割り当てる。個別要求部は、割当部が需要調整量を割り当てた下位装置に、
需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。全体調整可
能量通知部は、全体調整可能量を上位装置に通知する。下位装置管理情報は、割当部が需
要調整量を割り当てた所定の順序における最後尾の下位装置についての情報を含む。割当
部は、最後尾の下位装置の次の下位装置から所定の順序に従って下位装置に需要調整量を
割り当てる。
【０００８】
　本発明の第１観点に係る中間装置では、個別調整可能量受付部は、下位装置それぞれか
ら所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量の通知を受け付ける。
記憶部は、各下位装置の個別調整可能量及び各下位装置に関する情報である下位装置管理
情報を記憶する。全体調整可能量算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計であ
る全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、調整要求期間において消費エネル
ギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネルギー管理装置である上位装置から受
け付ける。割当部は、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１
つ又は複数の下位装置に需要調整量を割り当てる。個別要求部は、割当部が需要調整量を
割り当てた下位装置に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整
要求を送る。これにより、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに、
各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供
することが可能である。
【０００９】
　なお、消費エネルギー量とは消費されるエネルギー量である。エネルギーとは、例えば
電気であり、エネルギー量とは、例えば、ワット等の単位で表される電力、又はワット時
等の単位で表される電力量である。
【００１０】
　また、本発明の第１観点に係る中間装置では、管理下にある複数の下位装置の調整可能
な消費電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００１１】
　また、本発明の第１観点に係る中間装置では、前回最後に割り当てた下位装置が記憶さ
れる。これにより、次に下位装置に需要調整量を割り当てるときには、前回割り当てられ
なかった下位装置に需要調整量を割り当てることができる。
【００１２】
　本発明の第２観点に係る中間装置は、１又は２以上の設備機器を管理する複数の下位装
置を管理する中間装置であって、個別調整可能量受付部と、記憶部と、全体調整可能量算
出部と、需要調整要求受付部と、割当部と、個別要求部と、全体調整可能量通知部と、を
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備える。個別調整可能量受付部は、下位装置それぞれから所定の期間毎の消費エネルギー
調整可能量である個別調整可能量の通知を受け付ける。記憶部は、各下位装置の個別調整
可能量及び各下位装置に関する情報である下位装置管理情報を記憶する。全体調整可能量
算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計である全体調整可能量を算出する。需
要調整要求受付部は、調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求する需要調整
要求を上位のエネルギー管理装置である上位装置から受け付ける。割当部は、需要調整要
求に基づいて、下位装置管理情報に基づく所定の順序に従って１つ又は複数の下位装置に
需要調整量を割り当てる。個別要求部は、割当部が需要調整量を割り当てた下位装置に、
需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。全体調整可
能量通知部は、全体調整可能量を上位装置に通知する。下位装置管理情報は、割当部が過
去に需要調整量を各下位装置に割り当てた割当回数に関する情報を含む。所定の順序は、
割当回数の少ない順である。
【００１３】
　本発明の第２観点に係る中間装置では、個別調整可能量受付部は、下位装置それぞれか
ら所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量の通知を受け付ける。
記憶部は、各下位装置の個別調整可能量及び各下位装置に関する情報である下位装置管理
情報を記憶する。全体調整可能量算出部は、複数の下位装置の個別調整可能量の合計であ
る全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部は、調整要求期間において消費エネル
ギー量の調整を要求する需要調整要求を上位のエネルギー管理装置である上位装置から受
け付ける。割当部は、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１
つ又は複数の下位装置に需要調整量を割り当てる。個別要求部は、割当部が需要調整量を
割り当てた下位装置に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整
要求を送る。これにより、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまとめるとともに、
各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供
することが可能である。
【００１４】
　また、本発明の第２観点に係る中間装置では、管理下にある複数の下位装置の調整可能
な消費電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００１５】
　また、本発明の第２観点に係る中間装置では、割当回数の少ない順に需要調整量が割り
当てられる。これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平
に提供することができる。
【００１６】
　本発明の第３観点に係る中間装置は、第１観点に係る中間装置であって、所定の順序は
、下位装置が下位装置管理情報に登録された順序である。
【００１７】
　本発明の第３観点に係る中間装置では、下位装置が下位装置管理情報に登録された順に
需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能であ
る。
【００１８】
　本発明の第４観点に係る中間装置は、第１観点に係る中間装置であって、下位装置管理
情報は、各下位装置にかかる優先順位に関する情報をさらに含む。所定の順序は、優先順
位である。
【００１９】
　本発明の第４観点に係る中間装置では、所定の優先順位に従って需要調整量が割り当て
ることができる。所定の優先順位とは、例えば契約金額等により定まる優先順位である。
これにより、優先順位に従って需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく
公平に提供することができる。
【００２０】
　本発明の第５観点に係る中間装置は、第１観点に係る中間装置であって、下位装置管理
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情報は、各下位装置にかかる優先順位に関する情報、及び割当部が過去に需要調整量を各
下位装置に割り当てた割当回数に関する情報をさらに含む。所定の順序は、下位装置が下
位装置管理情報に登録された順序、優先順位、若しくは割当回数の少ない順、又はこれら
のいずれか２つ以上を組み合わせた順序である。
【００２１】
　本発明の第５観点に係る中間装置では、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会
をなるべく公平に提供することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の第１観点に係る中間装置では、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまと
めるとともに、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなる
べく公平に提供することが可能である。また、管理下にある複数の下位装置の調整可能な
消費電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００２３】
　本発明の第２観点に係る中間装置では、複数の下位装置が調整可能な需要量を取りまと
めるとともに、各下位装置にかかる需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなる
べく公平に提供することが可能である。また、管理下にある複数の下位装置の調整可能な
消費電力量の合計を上位装置に通知することが出来る。
【００２４】
　本発明の第３観点に係る中間装置では、下位装置が管理情報に登録された順に需要者に
対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能である。
【００２５】
　本発明の第４観点に係る中間装置では、優先順位に従ってなるべく全ての需要者にデマ
ンドレスポンスへの参加機会を提供することができる。
【００２６】
　本発明の第５観点に係る中間装置では、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会
をなるべく公平に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明に係る中間コントローラを含む需要調整システムの概要構成図。
【図２】本発明に係る中間コントローラの概要構成図。
【図３】デマンドレスポンスに係る処理のフロー図。
【図４】下位コントローラに需要調整量を割り当てる割当処理のフロー図。
【図５】本発明に係る管理情報の例。
【図６】本発明の変形例１Ａに係る管理情報の例。
【図７】本発明の変形例１Ｂに係る管理情報の例。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図を参照しながら本発明に係る中間装置の一実施形態について説明する。
【００２９】
　（１）全体構成
　図１は、本発明に係る中間装置の一例である中間コントローラ１１０を含む需要調整シ
ステム１の概略図である。
【００３０】
　需要調整システム１は、主に、上位コントローラ９０、中間コントローラ１１０、及び
下位コントローラ１００を含む。
【００３１】
　下位コントローラ１００は、ビルや工場等の建物である物件Ａ、Ｂに配置され、当該物
件Ａ、Ｂ内に設置された１又は２以上の設備機器４０、・・・の消費エネルギー量を管理
する。設備機器４０、・・・は、例えば、空調機、給湯機、照明等である。このほか、各
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物件Ａ、Ｂには、各設備機器４０、・・・にエネルギーを供給する電源６と、電源６から
各設備機器４０、・・・に供給されるエネルギーを計測するメーター７とが設置されてい
る。下位コントローラ１００と設備機器４０、・・・及びメーター７とは、ＬＡＮ等の通
信ネットワーク８２により接続されている。設備機器４０、・・・は、それぞれ制御部を
有しており、下位コントローラ１００は、当該制御部に通信ネットワーク８２を介して命
令を送信することにより、設備機器４０、・・・それぞれを制御し、消費エネルギー量を
調整する。なお、消費エネルギー量とは消費されるエネルギー量である。エネルギーとは
、例えば電気であり、エネルギー量とは、例えば、ワット等の単位で表される電力、又は
ワット時等の単位で表される電力量である。
【００３２】
　中間コントローラ１１０は、下位コントローラ１００、及び上位コントローラ９０とイ
ンターネット等の通信ネットワーク８１を介して接続されており、下位コントローラ１０
０と上位コントローラ９０との間で消費エネルギー量の調整についての仲介を行う装置で
ある。具体的には、各下位コントローラ１００から抑制可能エネルギー量を集約し、上位
コントローラに集約した抑制可能エネルギー量を通知する。また、上位コントローラから
消費エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を受け付けると、需要調整要求に応えら
れるように消費エネルギー量の抑制量、即ち需要調整量を下位コントローラ１００に割り
当てる。
【００３３】
　上位コントローラ９０は、物件Ａ、Ｂを含む複数の物件におけるエネルギーの需要に対
する供給量を調整することで、これらの物件に供給されるエネルギーを管理する。上位コ
ントローラ９０と中間コントローラ１１０との間では、エネルギー需給に関する各種情報
の送受信が行なわれる。
【００３４】
　例えば、電力会社は、所定の調整要求期間における消費エネルギー量の抑制、即ちエネ
ルギー需要の調整を要求する需要調整要求を、上位コントローラ９０から中間コントロー
ラ１１０に送信する。ここで、需要調整要求の内容、即ち物件Ａ、Ｂにおける設備機器４
０、・・・全体が消費するエネルギー量の抑制量を要求抑制エネルギー量とする。要求抑
制エネルギー量を達成するために消費可能なエネルギー量の上限を要求エネルギー量とす
る。なお、要求抑制エネルギー量は、中間コントローラ１１０が、各下位コントローラ１
００が申告した抑制可能エネルギー量を集約した抑制可能エネルギー量に基づいて決めら
れた値であるが、上位コントローラ９０が独自に決めた値の場合もある。
【００３５】
　（２）中間コントローラ１１０詳細構成
　図２は、中間コントローラ１１０の概略構成図である。中間コントローラ１１０は、主
に、通信部１１１、制御部１１２、及び記憶部１１３を備える。
【００３６】
　（２－１）通信部
　通信部１１１は、中間コントローラ１１０を、イーサネット（登録商標）等を用いた通
信ネットワーク８１、８２と接続可能にするインターフェースである。
【００３７】
　（２－２）記憶部１１３
　記憶部１１３は、主に、ＲＡＭ、ＲＯＭ、及びハードディスク等からなり、各下位コン
トローラ１００の個別調整可能量１２０、各下位コントローラ１００に関する情報である
管理情報１４０ａ、及び中間コントローラ用プログラム等、各種情報を記憶する。
【００３８】
　（２－３）制御部１１２
　制御部１１２は、主にＣＰＵからなり、記憶部１１３に格納された中間コントローラ用
プログラムを実行する。中間コントローラ用プログラムが実行されることにより、個別調
整可能量受付部１１２ａ、全体調整可能量算出部１１２ｂ、全体調整可能量通知部１１２
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ｃ、需要調整要求受付部１１２ｄ、割当部１１２ｅ、及び個別要求部１１２ｆ、等として
機能する。
【００３９】
　以下、制御部１１２の各機能の説明を行う。
【００４０】
　（２－３－１）個別調整可能量受付部１１２ａ
　個別調整可能量受付部１１２ａは、下位コントローラ１００それぞれから所定の期間（
例えば、１時間）毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量１２０の通知を受
け付ける。具体的には、下位コントローラ１００それぞれは、自己が管理する設備機器４
０、・・・全体の所定の期間（例えば、１時間）毎の調整可能な消費エネルギー量（個別
調整可能量１２０）を算出し、中間コントローラ１１０に送信する。中間コントローラ１
１０の通信部１１１が当該個別調整可能量１２０を受信すると、個別調整可能量受付部１
１２ａは、当該個別調整可能量を記憶部１１３に記憶させる。
【００４１】
　（２－３－２）全体調整可能量算出部１１２ｂ
　全体調整可能量算出部１１２ｂは、中間コントローラ１１０の管理下にある複数の下位
コントローラ１００の個別調整可能量１２０の合計である全体調整可能量を算出する。具
体的には、全体調整可能量算出部１１２ｂは、記憶部１１３に記憶されている下位コント
ローラ１００にかかる個別調整可能量１２０を全て合計することにより全体調整可能量を
算出する。即ち、デマンドレスポンスに参加を希望している需要者に係る下位コントロー
ラ１００であって、かつ、個別調整可能量１２０を通知した下位コントローラ１００の個
別調整可能量１２０を合計する。
【００４２】
　（２－３－３）全体調整可能量通知部１１２ｃ
　全体調整可能量通知部１１２ｃは、全体調整可能量を上位のエネルギー管理装置である
上位コントローラ９０に通知する。具体的には、全体調整可能量通知部１１２ｃは、通信
部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワーク８１を介して上位コントローラ９０へ送
信させる。
【００４３】
　（２－３－４）需要調整要求受付部１１２ｄ
　需要調整要求受付部１１２ｄは、調整要求期間において消費エネルギー量の調整を要求
する需要調整要求を上位コントローラ９０から受け付ける。具体的には、通信部１１１が
需要調整要求を受信すると、需要調整要求受付部１１２ｄは、需要調整要求を記憶部１１
３に記憶させ、割当部１１２ｅに後述する割当処理を開始させる。
【００４４】
　（２－３－５）割当部１１２ｅ
　割当部１１２ｅは、需要調整要求に基づいて、管理情報に基づく所定の順序に従って１
つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる割当処理を行う。割当処
理については、後で詳しく説明する。
【００４５】
　（２－３－６）個別要求部１１２ｆ
　個別要求部１１２ｆは、割当部１１２ｅが需要調整量を割り当てた下位コントローラ１
００に、需要調整量分の消費エネルギー量の調整を要求する個別需要調整要求を送る。具
体的には、個別要求部１１２ｆは、割当部１１２ｅにより需要調整量が割り当てられた下
位コントローラ１００に当該需要調整量分の消費エネルギー量を抑制することを命じる命
令を作成し、当該命令を通信部１１１に通信ネットワーク８１を介して当該下位コントロ
ーラ１００へ送信させる。
【００４６】
　（３）処理の詳細
　（３－１）デマンドレスポンスに係る処理フロー
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　図３は、需要調整システム１におけるデマンドレスポンスに係る処理のフロー図である
。以下、図３を参照しながら当該デマンドレスポンスに係る処理のフローについて説明す
る。
【００４７】
　ステップＳ１０１では、各下位コントローラ１００が所定の期間（例えば、１時間）に
おいて抑制可能な消費エネルギー量（個別調整可能量１２０）を中間コントローラ１１０
に申告、すなわち送信する。中間コントローラ１１０の通信部１１１が個別調整可能量１
２０を受信すると、個別調整可能量受付部１１２ａは、当該個別調整可能量１２０を記憶
部１１３に記憶させる。
【００４８】
　次のステップＳ１０２では、中間コントローラ１１０の全体調整可能量算出部１１２ｂ
が、記憶部１１３に記憶されている下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０を合
計することにより全体調整可能量を算出する。そして、全体調整可能量通知部１１２ｃが
、通信部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワーク８１を介して上位コントローラ９
０へ送信させる。この際、上記ステップＳ１０１にかかる所定の期間についても上位コン
トローラ９０に送信される。
【００４９】
　次のステップＳ１０３では、通信部１１１が上位コントローラ９０から需要調整要求を
受信すると、需要調整要求受付部１１２ｄは、需要調整要求を記憶部１１３に記憶させ、
次の割当処理を開始させる。なお、上位コントローラ９０は、中間コントローラ１１０か
ら送信された全体調整可能量及び上記ステップＳ１０１にかかる所定の期間に基づいて要
求抑制エネルギー量及び調整要求期間を決定し、当該要求抑制エネルギー量及び調整要求
期間を含む需要調整要求を中間コントローラ１１０に送信する。
【００５０】
　次のステップＳ１０４では、割当部１１２ｅが、需要調整要求に基づいて１つ又は複数
の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる。この際、割当部１１２ｅは、記憶
部１１３に記憶されている管理情報１４０ａを参照し、当該管理情報に基づく所定の順序
に従って需要調整量を割り当てる。割当処理のフローについては、以下で説明する。
【００５１】
　次のステップＳ１０５では、個別要求部１１２ｆが、割当部１１２ｅにより需要調整量
が割り当てられた下位コントローラ１００に当該需要調整量分の消費エネルギー量を需要
調整要求により指定された調整要求期間において抑制することを要求する命令（個別需要
調整要求）を作成し、当該命令を通信部１１１に通信ネットワーク８１を介して当該下位
コントローラ１００へ送信させる。当該命令を受信した下位コントローラ１００は、当該
命令により指定された需要調整量分の消費エネルギー量を調整要求期間において抑制する
ように設備機器４０、・・・を制御する。
【００５２】
　（３－２）割当処理フロー
　図４は、割当部１１２ｅが、１つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割
り当てる割当処理のフロー図である。以下、図４を参照しながら当該処理フローについて
説明する。
【００５３】
　ステップＳ２０１では、割当部１１２ｅは、記憶部１１３に記憶されている管理情報１
４０ａを参照し、当該管理情報１４０ａに基づく所定の順序に従って需要調整量を下位コ
ントローラ１００に割り当てる。管理情報１４０ａには、例えば、図５に示すような下位
コントローラ１００のリストが含まれている。当該リストでは、下位コントローラ１００
は、当該リストに追加、即ち管理情報１４０ａに登録された順に並んでいる。また、管理
情報１４０ａには、当該リストにおいて前回最後に需要調整量が割り当てられた下位コン
トローラ１００を指し示すポインタｐが記録されている。割当部１１２ｅは、ポインタｐ
が指し示す前回最後に需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００の当該リスト
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における次の順の下位コントローラ１００に需要調整量を所定の量を割り当てる。未だ一
度も下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられていない初期状態では、ポイン
タｐは空になっている。ポインタｐが空の場合、又はポインタｐが指し示す下位コントロ
ーラ１００が当該リストにおいて最後尾の下位コントローラ１００である場合は、当該リ
ストの先頭の下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられる。ポインタｐは、今
回需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００を指し示すように更新される。つ
まり、管理情報１４０ａに登録された順に下位コントローラ１００に需要調整量が所定の
量（例えば、１０ｋＷ）ずつ割り当てられる。
【００５４】
　次のステップＳ２０２では、ステップＳ１０１で下位コントローラ１００に割り当てら
れた需要調整量が、記憶部１１３に記憶されている割当量に加算される。なお、割当量は
、割当処理フローの初期段階では、０に設定されている。
【００５５】
　次のステップＳ２０３では、割当量が需要調整要求で指定された需要調整量以上に達し
ていないか否かが判定される。例えば、上位コントローラ９０からの需要調整要求により
指定された需要調整量が５００ｋＷであれば、下位コントローラ１００に割り当てられた
需要調整量の合計が５００ｋＷに達しているかどうかが判定される。達していれば、割当
処理フローは終了する。達していなければ、ステップＳ２０１へ戻る。
【００５６】
　なお、次に需要調整要求が上位コントローラ９０から送信されてきた場合は、前回の割
当処理において最後に需要調整量が割り当てられた下位コントローラ１００の次の順の下
位コントローラ１００から順に需要調整量が割り当てられていく。
【００５７】
　（４）特徴
　（４－１）
　上記実施形態では、個別調整可能量受付部１１２ａは、下位コントローラ１００それぞ
れから所定の期間毎の消費エネルギー調整可能量である個別調整可能量１２０の通知を受
け付ける。記憶部１１３は、各下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０及び各下
位コントローラ１００に関する情報である管理情報１４０ａを記憶する。全体調整可能量
算出部１１２ｂは、複数の下位コントローラ１００の個別調整可能量１２０の合計である
全体調整可能量を算出する。需要調整要求受付部１１２ｄは、調整要求期間において消費
エネルギー量の調整を要求する需要調整要求を上位コントローラ９０から受け付ける。割
当部１１２ｅは、需要調整要求に基づいて、管理情報１４０ａに基づく所定の順序に従っ
て１つ又は複数の下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てる。個別要求部１１２
ｆは、割当部１１２ｅが需要調整量を割り当てた下位コントローラ１００に、需要調整量
分の消費エネルギー量の調整を要求する命令である個別需要調整要求を作成し、通信部１
１１を介して送信する。これにより、複数の下位コントローラ１００が調整可能な需要量
を取りまとめるとともに、各下位コントローラ１００にかかる需要者に対しデマンドレス
ポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能となっている。
【００５８】
　（４－２）
　上記実施形態では、全体調整可能量通知部１１２ｃは、全体調整可能量を上位のエネル
ギー管理装置である上位コントローラ９０に通知する。これにより、管理下にある複数の
下位コントローラ１００の調整可能な消費電力量の合計を上位コントローラ９０に通知す
ることが出来ている。
【００５９】
　（４－３）
　上記実施形態では、前回最後に割り当てた下位コントローラ１００がポインタｐに記憶
される。これにより、次に下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てるときには、
前回割り当てられなかった下位コントローラ１００に需要調整量を割り当てることができ
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る。したがって、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供す
ることができている。
【００６０】
　（４－４）
　上記実施形態では、下位コントローラ１００が管理情報１４０ａに登録された順に需要
者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供することが可能となって
いる。
【００６１】
　（５）変形例
　（５－１）変形例１Ａ
　上記実施形態では、割当部１１２ｅは、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当てていた。しかし、他の実施形態においては、複数の
下位コントローラ１００は、所定の優先順位順に並べられてもよい。即ち、所定の優先順
位順に下位コントローラ１００に需要調整量を割り当ててもよい。この場合、複数の下位
コントローラ１００は、例えば、図６に示すリスト（管理情報１４０ｂ）のように並べら
れ、この順に需要調整量が割り当てられていく。当該リスト（管理情報１４０ｂ）の最後
まで到達すれば、先頭に戻って需要調整量が割り当てられる。
【００６２】
　なお、所定の優先順位とは、例えば、契約金額の大小など、ビジネスにおいて優先する
順である。
【００６３】
　これにより、優先順位に従って需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべ
く公平に提供することができる。
【００６４】
　（５－２）変形例１Ｂ
　上記実施形態では、割当部１１２ｅは、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当てていた。しかし、他の実施形態においては、例えば
、図７に示す管理情報１４０ｃのように各下位コントローラ１００がそれまでに需要調整
量が割り当てられた回数を記録し、複数の下位コントローラ１００を当該割り当て回数の
少ない順に並べ、当該順にしたがって需要調整量が割り当てられてもよい。当該順の最後
まで到達すれば、先頭に戻って需要調整量が割り当てられる。なお、割り当てられた回数
が同じである下位コントローラ１００が複数ある場合は、当該割り当てられた回数が同じ
である下位コントローラ１００の順序は、個別調整可能量１２０が多い順、又は管理情報
１４０ｃに登録された順等、所定の規則に従って決める。また、管理情報１４０ｃに記録
されている割り当てられた回数は、所定の期間（例えば、１年）経過すると０に初期化し
てもよい。
【００６５】
　これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する
ことができる。
【００６６】
　（５－３）変形例１Ｃ
　また、他の実施形態においては、上記全ての実施形態を組み合わせた順、すなわち登録
順、優先順位順、及び割当回数順を組み合わせた順、又はこれらのいずれか２つ以上を組
み合わせた順に下位コントローラ１００に需要調整量が割り当てられてもよい。
【００６７】
　例えば、管理情報は、各下位コントローラ１００にかかる優先順位に関する情報、及び
割当部１１２ｅが過去に需要調整量を各下位コントローラ１００に割り当てた割当回数に
関する情報を含み、割当部１１２ｅは、第１に割当回数が少ない順、かつ、第２に優先順
位順、かつ、第３に管理情報に登録された順に、需要調整量を各下位コントローラ１００
に割り当てる。
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【００６８】
　また、他の実施形態においては、途中でデマンドレスポンスへの参加をキャンセルした
需要者の下位コントローラ１００や、個別調整可能量１２０が０であった下位コントロー
ラ１００については、優先順位を繰り上げる等、次回に優先的に需要調整量が割り当てら
れるようにしてもよい。
【００６９】
　これにより、需要者に対しデマンドレスポンスへの参加機会をなるべく公平に提供する
ことができる。
【００７０】
　（５－４）変形例１Ｄ
　上記実施形態では、調整必要期間は、上位コントローラ９０からの需要調整要求により
指定された期間であった。しかし、他の実施形態においては、調整必要期間は、下位コン
トローラ１００又は中間コントローラ１１０が決めた期間でもよい。
【００７１】
　また、下位コントローラ１００は、中間コントローラ１１０の需要調整要求受付部１１
２ｄが上位コントローラ９０から需要調整要求を受けてから所定の時間経過後（例えば、
５分後）に消費エネルギー量の抑制を開始し、需要調整要求受付部１１２ｄが上位コント
ローラ９０から調整必要期間の終了を通知する信号を受け付けたら消費エネルギー量の抑
制を終了してもよい。
【００７２】
　（５－５）変形例１Ｅ
　上記実施形態では、割当処理において、管理情報１４０ａに登録された順に下位コント
ローラ１００に需要調整量が所定の量ずつ割り当てられた。しかし、他の実施形態におい
ては、各下位コントローラ１００が中間コントローラ１１０に通知した個別調整可能量１
２０だけ需要調整量を下位コントローラ１００それぞれに割り当てても良い。
【００７３】
　また、他の実施形態においては、管理情報１４０ａに登録されている全ての下位コント
ローラ１００に需要調整量を割り当ててもよい。この場合は、例えば、需要調整量を下位
コントローラ１００の数で等分に分ける等、各下位コントローラ１００に割り当てる需要
調整量を調整する。
【００７４】
　（５－６）変形例１Ｆ
　上記実施形態では、デマンドレスポンスに係る処理フローのステップＳ１０２において
、全体調整可能量通知部１１２ｃが、通信部１１１に全体調整可能量を、通信ネットワー
ク８１を介して上位コントローラ９０へ送信させていた。しかし、他の実施形態において
は、全体調整可能量を、上位コントローラ９０へ送信しなくてもよい。この場合、デマン
ドレスポンスに係る処理フローのステップＳ１０３において上位コントローラ９０は、中
間コントローラ１１０から送信された全体調整可能量及び上記ステップＳ１０１にかかる
所定の期間に基づかずに要求抑制エネルギー量及び調整要求期間を決定する。また、上位
コントローラ９０から中間コントローラ１１０に送信される需要調整要求には、要求抑制
エネルギー量が含まれていなくてもよく、この場合、中間コントローラ１１０が、全体調
整可能量に基づいて要求抑制エネルギー量を決定してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、複数の下位コントローラそれぞれが抑制可能な消費エネルギー量をとりまと
める装置に適用可能である。
【符号の説明】
【００７６】
Ａ、Ｂ　　　　　　　　　　　　　　物件
４０　　　　　　　　　　　　　　　設備機器
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９０　　　　　　　　　　　　　　　上位コントローラ（上位装置）
１００　　　　　　　　　　　　　　下位コントローラ（下位装置）
１１０　　　　　　　　　　　　　　中間コントローラ（中間装置）
１１２ａ　　　　　　　　　　　　　個別調整可能量受付部
１１２ｂ　　　　　　　　　　　　　全体調整可能量算出部
１１２ｃ　　　　　　　　　　　　　全体調整可能量通知部
１１２ｄ　　　　　　　　　　　　　需要調整要求受付部
１１２ｅ　　　　　　　　　　　　　割当部
１１２ｆ　　　　　　　　　　　　　個別要求部
１１３　　　　　　　　　　　　　　記憶部
１２０　　　　　　　　　　　　　　個別調整可能量
１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃ　　　管理情報（下位装置管理情報）
【先行技術文献】
【特許文献】
【００７７】
【特許文献１】特開２０１１－１９３５７７号公報
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